
　　　　　トリデシルアルコールの分解度試験成績報告書

　　分子式　C”H翻O

　構　造　式
　　　　　　　　　CH3（CH2）120H

　　　性　状　　外観：白い粥状　　融点：50．5℃

　　　　　　　　沸点：伍5～156鳩／イ5鰍

　　　　　　　　　　　　　（■■■醐試薬使用）

王難1擁…一鞭一
　　　　試料濃度：100ppm汚泥濃度：50卿試験期間：2週間

　五1　試験装置

　　　　一酸素消費量自動測定機

　5．2　酸素消費量測定

　　　　こ1の記録による

　55　生分解試験後の直接定量法

　　（司　使用分析機器：ガスクロマトグラ7　検出器FエD

　　（b）分析試料の前処理

　　　　　　　　　　遡

　　　　　　　　　　　　1←クロロホルム　80皿ユ
　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　！・振とう抽出　10分間

　　　　　　　　　　　　1・静置　　　　　50分間

　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　以下洲頁に続ぐ

t試験期間　 昭和55年6月5日～昭和55年8月1日

2試料名　トリデシル了ルコ・一・ル（試料茄K－547）

ゑ　試験方法及び条件

　　　　　　前頁よゆ引続き

　　ξ⊥7r
一廻 �b過．無水＿リ．．

　　　　　　　　　　　　　　’100ml定容一

　　　　　　　　　　　　　ロベ
　　　　　　　　　　睡型」

　　　分析条件

　　　ガスクロマトグラフ（GC）検出器FI工〕

　　　　キャリアガス　　N2

　　　　充てん剤　25多PEσ20M／クロモソルプW

　　　　ステアレスカラム　　　ろ隔φ×2m

　　　　カラム温度　 208℃

4　試験結果
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（｝c　による結果

　　　　　　　　　　　　　　1
10d己」一

軒　酸素消費量に差があったため別々に求めた。

　　　　以下次頁に続く



5．　備　　考

　　試料の採取

　　　　　　50㎎を精秤し、培養ピンに添加した・

　　　クーロメ一夕ーへのセット状況
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